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山下氏は、 明治十五年（一八八二） 、 官家士族で東京在住の伊丹重賢・















願書において 明治四・五年までは万事に大義名分が通底していたが、それ以降は洋学者の浅劣未熟な見識により欧米の皮相 説く風潮が生じたと嘆いていることや、明治十六 （一八八三）二月に、官家士族で京都在住の中川武俊が 維新以後の教育は欧米一辺倒で「正学」をおろそかにしており、本来の教育機関が必要であると、岩倉宛の書簡（ 『岩倉具視関係文書』 ）で主張していることなどが紹介されている。　
さらに、小林氏は、官家士族出身の実業家浜岡光哲が、平安義校に









































































































































新聞』の記事に「斯る教頭（西尾）を戴き居りては充分欧米の新学問を教育するに妨げあり」とあるように、この頃の平安義校は復古主義的な教育から脱しようとしていた可能性がある。そもそも『 会事歴』は、平安義会第二代会長の尾崎三良ら 同会（平安義校も含む）の事歴と朝恩を会員 周知するとともに、これを将来にわたっ伝えていく目的で 明治四十一年（一九〇八） 刊行した後世の編纂物であるため、その内容をそのまま鵜呑みにするわけ はいかない。　
そこで、本稿では、平安義校に関する明治十六年（一八八三）から



























































設立方法」 、 （二） 「明治元年復古ノ際ヨリ同十三年迄ノ学校ニ関スル布達ノ控」 、 （三） 「平安義校規則」 、 （四） 「平安義校改正請求主意書」を翻刻・紹介したい。それぞれの史料についての解題は、以下の通りである。　（一）の「平安義校設立方法」は、 「壱
　
平安義校設立ニ関スル件」
の最初に綴られた書類である 明治十六年（一八八三）十月に、年二千四百円の恩賜や旧二条邸の拝借が内決したことを受け、平安義校の開校に向けて、その設立方法の概要がまとめられている。　（二） の 「明治元年復古ノ際ヨリ同十三年迄ノ学校ニ関スル布達ノ控」は、 「壱
　
平安義校設立ニ関スル件」に綴られた書類の一つである。こ










































































































（Ⅵ） 「平安義校規則」内容はすべて（Ⅴ）に同じ（Ⅶ） 「平安義校規則」内容はすべて（Ⅱ）に同じただし表紙に以下の朱書きあり明治十七年四月、松井氏来校演説ニ対シ、本校規則改正案ヲ業シ、中川武俊氏東上ノ幸便ニ委托シ、伊丹、尾崎両ノ審議ニ付セシム副本也（Ⅷ） 「平安義校規則」内容はすべて（Ⅱ）に同じ　





校規則」であり、 平安義校が開校したとされる明治十七年（一八八四）初め以前には成立していたものと考えられる。したがって、 （Ⅱ）とまったく同内容の（Ⅶ） （Ⅷ） 、開校当初の「平安義校規則」である。　
つぎにこの（Ⅶ）に注目すると、開校当初の「平安義校規則」の全
編にわた て朱書きの改正案が記入されており、その文言が（Ⅴ）に酷似している。 （Ⅶ） 表紙に「明治十七年四月 松井氏来校演説ニ対シ、本校規則改正案ヲ業シ、中川武俊氏東上ノ幸便ニ委托シ、伊丹、尾崎両ノ審議ニ付セシム副本也」とあるとおり、 （Ⅴ）は明治十七年四月以降に伊丹重賢・尾崎三良らの審議を経て改正され 「平安義 規則」と考えられる。　
以上の検討を踏まえて、 （Ⅰ）から（Ⅷ）の「平安義校規則（稿を含
む） 」を古い順に並べ と、つぎのようになる。（Ⅰ） 「明治十六年十月
　
平安義校規則稿」














































































































































































































































次官尤浅見浮薄ニシテ、目前欧米各国伎芸文物ノ盛大ニ眩迷シ、普人ホフマンノ建議丸呑ニ致シ、学校規則ヲ大一変シ、都テ西洋規則ニ模俲シ、学校ハ専一ニ才能伎芸ヲ講究スルノミノ趣意規則ヲ満天下ニ布達シ、小 女学私学校迄其規則範囲ニ駆入シ、学問トイヘハ唯才能伎芸西洋ノ事ヲ学フ ミトナリ、名分大義尋倫綱常 教ハ、地ヲ払テ攘斥セラレ 是ヨリシテ天下人心支離滅裂遂ニ今日ノ放言横議ヲ醸成シ、弐千五百年皇国固有 忠孝心ハ 漁散肖滅 帰セントスルノ勢ニ至リ候処、幸ヒニ昨十三年御改正ノ文部卿職制ニ、道徳智識ノ上達 賛導スルアリ、道徳ノ二字天下聖意 在ル所ヲ想仰致シ、稍ヤ復古 精神ヲ振起セントスル 機
（ママ）
械ヲ発シ候処、此度ノ






























































































































































































































































































































































































































































































































欲シ、再来専ラ意ヲ本校ノ盛衰ニ注キ、生徒ノ進歩ヲ望ムコト、恰モ農夫ノ稲秋ヲ待ツニ異ナラス、然而シテ本校設立 始メ忠孝節義 教フルニ、経学ヲ以テシ之 本校ノ教基トセリ、武俊熟ラ実際ノ教授ニ就テ、其得失ヲ考フ ニ、教員句読 末ヲ追ヒ、註疏ヲ講明 ニ過キス、故ニ生徒ハ規模偏小知識短陋 陥ラントスルノ憂アリ、因テ謂ヘラク本校ノ教育終始此ノ如クンハ、生徒卒業ス モ何 用 供センヤト、諸公其迂闊ヲ察セルカ 客年五月ニ至リ更ニ両大臣ノ内命 受ケ、干城ノ器ヲ養成ス ノ目的ヲ定メ、校則 修正シ改正趣意書ヲ送附セラル、此改正ハ真ニ忠孝節義 実効 奏セシメント ルノ要道ニ
―　　―16





皇統連綿万古一君 奉シ、浩々タル神風一地球中ニ冠絶セリ、今若此国体ヲ顧リミス、他邦ノ学ニ心酔セハ、大聖至聖ト尊称スル彼孔丘ニ匹似ストモ、我国賊タルナリ、如何トナレハ彼孔丘ハ靦トシテ二君ニ仕フルヲ恥 セス、曰ク仕ヘサレハ義ナシト、況ンヤ孟軻ノ如キ独夫紂ヲ誅ス ノ説ヲナ モノヲヤ、国民ノ嘗テ漢学 心酔スルモ 茲ニ顧ミル所ナク、彼土 敬服羨望ノ余リ、或 彼ヲ中華ト称シ、或ハ祖宗ヲ呉太伯ノ子孫ナリト言ヒ、或ハ覇府ヲ
　
朝廷ニ比シ、甚シキニ至
ツテハ、窃ニ禅譲ノ事ヲ議シタルモノアリ、況ヤ近来洋学ニ心酔スルモノヽ弊害又更 多キヲヤ、是未 国体 何 知ラスシテ、他邦ノ学ニ惑溺シ、他邦ノ虚文ニ眩迷 ル リ 果テ此ノ如クンハ、縦令博士碩儒トナルモ 邦家 用ニ供ス可カラス 故 是実学ノ振起シカタキ源ナリト、天地ニ陰陽アリ、生霊ニ柔剛アリ 柔剛ハ文武ナリ、撥乱反正ノ功ハ武威ニ非ンハ能セス 守成治平ノ業ハ文徳ニ非ンハ能セス、故ニ乱世ニ ヲ先 シテ文徳ヲ忍レス、治世ニハ文徳ヲ先ニシテ武備ヲ忽ニセス、治乱互ニ文武ヲ用ヒ、太平至治 効ヲ成ス猶陰陽ニ気ノ互ニ其根底ヲ交ヘ寒暑昼夜ヲナシ、万物ヲ化育スルカコトキナリ、是天地ノ定理 シテ古今万国未タ文武ヲ偏廃シテ 能ク治平ヲナスモノナシ、只孔丘ハ曽テ斯文 唱ヘテ斯武ト云ハス、衛公陣ヲ問ヘハ俎豆ノ事嘗テ之ヲ学ヘリ、軍旅ノコト未タ之ヲ学ハスト 対ヘテ明日其国ヲ去リ又孟軻ハ能ク戦モ 上刑ニ服スト云フ、是以テ和漢二千年来幾千万ノ儒者ハ、専ラ文教ノミヲ主張シ、之ヲ先王ノ道ト
―　　―17























ルノ後モ、北條氏ノ外使 斬ルアリ、豊臣氏ノ朝鮮ヲ屠ルアリ 共ニ我国威ヲ海外ニ輝カスモノハ武ナリ 且乱世ノ間人尽トク尊王 道
知ラスト雖トモ、只能廉恥ヲ重ンシテ死ヲ見ルコト、帰ルカ如キハ武ナリ、近世大義名分ヲ正スノ学、人心ヲ感覚スルヤ、直ニ之ヲ断行シテ、能ク維新ノ 業ヲナスモノ武徳ニ因ルナリ、維新ノ後能旧弊去シ、此開明ニ赴クモノ武徳ニ因ルナリ 今ヤ国威ヲ東洋ニ振ヒ、能強国ト対立スルモノ武徳ニ因ル リ、宜哉国ノ美称ヲ細戈千足ト号シ人ノ美称ヲ武士ト云フコト、然ルニ斯武ヲ賎シンスル学者ヲシテ子弟ノ教授ヲ任セシメハ、悪ソ本邦実用ノ真才ヲ得ン故 曰ク是実学ノ振起シカタキ源ナリト、武俊近コロ 界ノ大勢 熟観スル 、西洋各国ノ開明日月ニ進歩シ、我同盟ノ帝国廿余治績唐虞 超抜 アリ、学士孔孟ニ秀越スルアリ、兵略孫呉ヲ折挫スルアリ、宗教釈氏ヲ圧倒スルアリ、刑法申韓ヲ誥屈スルアリ 良医華偏ヲ服従ス ア 農ニ工ニ商ニ学アラサルハナク、唖ニ盲ニ聾ニ学ハサルハナク、天文地理ハ考測ヲ究メ、物理生理 蘊奥ヲ闢キ、水理壙山其利ヲ尽シ、牧畜耕漁其益ヲ広フシ、国富ミ家栄ヘ風俗善良衛生完全居則石室層楼ノ雄麗ヲ競ヒ、行ケハ則幽林芳苑 瞻眺ヲ縦マゝニス 金銀玻璃ノ光彩ハ 陽ニ輝耀シ 石油瓦斯ノ光明ハ暗夜ニ路傍ヲ偏照 汽船ハ各港 去来ヲ絶タス、汽車ハ定時ニ人物ヲ往復シ、電信ハ瞬間ニ万国ノ語 伝ヘ、万里ノ需メ応セサルナク、世界ノ情通セサル シ 才学アルモ 以テ相将ニ昇ルヘク、以テ勲功ヲ建ツヘク、以テ名誉ヲ策ス可シ 金力アルモノ以テ王侯ニ交ル可ク、以テ世界ヲ巡遊スヘク、以テ快楽ヲ極ム可シ、自由ノ信ス可キハ撃壌ノ民 冷笑 博施 及フ所尭舜 シテ疾マシメス、是古昔聡明叡知ノ聖人スラ、夢相スルコト能ハサリシ、文明ニシテ仏家ノ謂ハユル極楽世界モ亦、恐ラクハ茲ニ及ハ ラン、
―　　―18






















判別シカタキモノ二名トス、夫乙種以上ハ之ヲ養成ス 体操ト摂生ヲ以テスレハ、概ネ合格ノ見込アルモ、其他ハ目的 達シ難ク 又副科ニ在テ武官就職ヲ望マサルモ 数十名アリ 故ニ落第者及副科ノ為メ、殊 学課ノ全備 欲ス、如何トナレハ士官タル能 サ モノニ
―　　―19















理念や、 「和漢ノ文学」を基礎に据えた科目構成は、 （三）の開校当初の「平安義校規則」第一條や第十一條にそのまま反映されており、平安義校が当初の設立の目的に沿って開校されたことが確認できる。また、第二款から、常磐井殿町の旧二条邸が平安義校の本校とされたのとは別に、かつて産業誘導社が置かれていた玄武町に、入塾生の寮としての塾舎が存在したことも判明する。　（二） の 「明治元年復古ノ際ヨリ同十三年迄ノ学校ニ関スル布達ノ控」の前半では、明治元年（一八六八）に「大学校」建設の方針が示されると、同年九月に「皇学所」 「漢学所」が京都 仮設され、宮堂上・非蔵人・諸官人等の官家士族の入学 認められたこと、漢学・洋学が皇道の羽翼（補佐）と位置づけられたこと 同年十二月には皇学（国学）を盛んにするよう奨励されたことや、同年六月に昌平学校（ 幕府の昌平坂学問所）が復興されたこと、翌明治二 （一 六九）四月には昌平学校の定日の講義に 東京在住の公卿・諸侯・諸大夫・諸官人・非蔵人等の出席が認められたことなどが記載され、こうした教育のあり方に好意が寄せられている。なお、 「皇学所」 「漢学所」は、明治二年十二月に設立された「仮大学校」の前身である。　同史料の後半では、明治四年（一八七一）十二月以来の西洋の教育
制度を模倣した実学主義や、明治五年（一八七二 三月 「私学校迄モ洋風ニ変スル之布達」などに対して、強い反感が示されている。また、明治十三年（一八八〇）の文部省 職制改正に触れ 文部卿 職務として「道徳智識ノ上進」が明記されたことに関心を寄せていこれらには 四年十二月に文部省が洋学者を中心として学制の起
―　　―20
草を始めさせ、明治五年八月に欧米の個人主義や実学主義を基調とする学制が公布 れたことに対する反感や、明治十二年（一八七九）の実学より道徳を優先すべきことを強調した教学大旨、および修身を重視した明治十三年の改正教育令に対する期待 なども、暗示されていると捉えられ う。　（三）の「平安義校規則」については、明治十七年（一八八四）初め頃の開校当初の規則である（Ⅱ）のみを全編にわたって翻刻したが、ここでは一の第二節で一部を翻刻した（Ⅴ）の明治十七年四月以降に改正された規則、 （Ⅳ）の明治十九年（一八八六）九月改正の規則、 （Ⅲ）の明治二十三年（ 八九〇）九月改正の規則、および、 （四）の「平安義校改正請求主意書」をあわせて検討し、これらから確認できる事実を整理しておきたい。　まず開校当初の（Ⅱ）の規則では、 「 （第一條）忠孝節義ノ道ヲ講明シ、
開物成務ノ業ヲ研究スル」 とを教育の目的とし、 「 （第十 條）修身、歴史、文章、習字、算術、体操、唱歌」を教科に定めている 、明治十七年四月以降改正の（Ⅴ）の規則では、あらたに「 （第壱條）文学武伎ヲ研究スル」ことが教育 目的に加えられ、 「 第三條）陸軍士官タルヲ志願スル者」を対象とした本科と、その他 副科 教則が分けられており、また、科目から唱歌が除かれ「 （第十一條）図画」が加えられている。開校から間もない明治十七年四月には、すでに 陸軍士官タルヲ志願スル者」を養成するといった、現実的な教育の目的を設定する必要に迫られたことがうかがえる。　
さらに、明治十九年改正の（Ⅳ）の規則では、こうした現実的な教
育目的が、 「行誼ヲ修整シ、文学武伎ヲ研究セシメ、生徒中体格強壮ナルモノハ、陸軍士官生徒ノ試験ニ応シ、体格健全ナラサルモノハ、各高等学校ニ入学スルノ準備ヲ為サシムル」のように第壱條で明確に定められ、科目もこれに対応して、 「 （第四條）予科ハ修身、読書、作文、英語、地理 歴史、算数 博物、物理、習字、図画及ヒ体操」 「 （第五條）本科ハ倫理、国語、漢文、英語、独逸語 地理、歴史、算数、代数、幾何、三角、博物、々理、化学、簿記、習字、図画及ヒ体操」 「但体操ハ操練、撃剣及ヒ軽体操トシ 課余ニ水泳 馬術 弓術ヲ習ハシム」と大幅に修正されている。先述の小林丈広氏が紹介した『浜岡光哲翁七十七年史』の記事のうち、 「藩閥政府の武力に対抗 、之を禁衛軍として宮中に直属せしめ、薩長の専恣を控制せむとするの意図を有したる」との証言 ついてはさすがに言い過ぎとしても 「当初岩倉右府公は、京都士族の子弟に尽く軍事教育を施」そう の考えを有していた可能性は、あながち絵空事と言えないかもしれない。　
さて、こうした現実的な教育目的が導入された事情については、明
治十八年（一八八五）八月に、中川武俊が記した長文の 平安義校改正請求主意書」で詳しく述べられている。中川は、開校当初の教育について、 「忠孝節義ヲ教フルニ、 （ 略）教員句読ノ末ヲ追ヒ 註疏ヲ講明スルニ過キス、 （中略）本校ノ教育終始此ノ如クンハ 生徒卒業ストモ何ノ用ニ供センヤ」のようにこれを痛烈に批判し、 「実学ヲ振興シ邦家有用 真才ヲ鋳冶」することを望んでいる。そして これを具現化した教育の目的こそが、 「干城ノ器ヲ養成スル」こと、すなわち天皇や国家を守る軍人を養成することであり、 「客年（明治十七年 五月ニ
―　　―21
至リ更ニ両大臣ノ内命ヲ受ケ」てこの目的を定め、 「校則ヲ修正シ改正趣意書ヲ送附」したにもかかわらず、 「如何セン文学負担ノ人、猶創立ノ始メノ教風ヲ変セス、改正ノ趣意ヲ遵行セサルモノヽ如ク、其 務ニ至ツテモ無規律 以テ之ヲ扱ヒ、迂闊ノ処置尤多」い状況であると、これを嘆いている。　
また、こうした「実学ノ振起シカタキ」原因として、 「曰ク国体ヲ顧





海軍学校及高等中学校ニ入学スル生徒ヲ養成シ 徒ニ生徒ノミナラス、大ニ徳育体育ニ注意シ、国家有用ノ才ヲ陶冶センコト」を教育の目的に掲げており、科目も「 （第六條）道 、体操、国文 漢文 地理、歴史、習字、英語 数学、博物 物理、化学 図画」のように、明治十九年改正の（Ⅳ）の規則より多少の簡素化が図られているもののその枠組みはほとんど変更されていない である。　
ところで、はじめに紹介した『平安義会事歴』所収の「平安義校規














宮及三條公御訓諭ノ主旨ヲ敷演シタルモノニシテ、専ラ忠孝節義ノ道ヲ以テ励精薫陶シタリ」と記されているとおり、そこには平安義校が開校当初より一貫して復古主義的な教育を施していた印象を抱かせようとの強い意図が感じられるものの、実際には中川武俊が主張する実学的な教育目的が、開校間もない段階から導入されていた。にもかかわらず、こうした点について先の文章の続きでは、 「当時或ハ固陋ノ弊ニ陥ラサル哉ノ論モアリシガ」の一言で、中川らの取り組みは片付けられてしまっているのである。さらには「明治二十三年ニ至リ、万古不抜ノ教育勅語ヲ煥発セラレタ 、之レヲ捧読スルニ至ツテ義校ノ精神ノ誤ラサルコトヲ認メ、大ニ人意ヲ強フスルコトヲ得タリ」 続けられているように、平安義校が明治十七年の 当初より、後 教育勅語の精 を先取りしていたとのアピールがなされ い 。　
以上のように、明治四十一年（一九〇八）十一月に編纂された
安義会事歴』には、すでに廃止されていた平安義校を 教育勅語 精神に通ずる復古主義的な教育を首尾一貫し 取り入れていた学校とて、後世に伝えようとする意図が、露骨に現れ ただし、中川武俊が取り入れさせた実学的な ついては、明治二十一年（一八八八）の西尾為忠と 論争や、明治二十六年（一八九三）に平安義校の廃止が決定されたという事実にみ るとおり、実際にはうまく機能しなかったも と思われる。中川のように、当初は復古主
義的な教育を望んでいたものの、現実に学校を運営するなかで、何とかこれを実学的な教育と折り合わせようと努める者が存在したにもかかわらず、結果的に平安義校がきわめて短期間のうちに廃止されてしまった要因については、あらためてその経緯を追究していきたいと考えている。注（１） すでに、 「 「平安義会沿革概略」 の翻刻と官家士族の先行研究― 『平
安義会資料』 『旧桜橘財団関係資料』の紹介（一）―」 （ 『駒沢女子大学研究紀要』二四、二〇一七年）を発表している。あわせて参照されたい。
（２）山下奈津美「平安義会のあゆみ―二條家と同志社をつなぐもの
―」 （ 『同志社大学歴史資料館館報』一一、二〇〇八年） 。
（３） 『平安義会事歴
　
全』 （平安義会、一九〇八年） 。なお、同資料は
京都府立京都学・歴彩館をはじめ、いくつかの図書館などで所蔵されている。
（４）小林丈広『明治維新と京都―公家社会の解体―』 （臨川書店、
一九九八年） 。
（５） 『尾崎三良自叙略伝
　
上・中・下巻』 （中央公論社、一九七六―
七七年） 。
（６）注 １ 拙稿参照のこと。
